
レールこうか

い方であるが(ショア ーかたさ 36-38) ，非常に粘く，かつ使用

中， 11ïの通過によって硬くなり(ショア ーかたさ 70-85) ，非常

に減らなくなるので，クロッシゾグに好んで斤lいられている。

鋳物であるためいろいろ復雑な形状に鋳込むことができて使利

であるが，内部欠陥を誘発しやすいのでー鈴迭には注意を要する。

なおこの鋼はオーステナイト組織て'秋粘なため， 機械切首1Iや穴

をあけるのが非常にやりにくい欠点がある。非磁性であるから

マグネットにはつかない。また溶t産性もよくないので， 盛金修

J'.I!Vこは特別な技術が必裂である。(大和久宣雄)

レールこうかん レール更換 (英) renewal of ra il 軌条

が降耗 ・ 腐食その他運転上危険のおそれありと認めた場合に，

これを完全なレ ール と 吏燥すること。その程度はっき.のとおり

である。

1 ij!止条頭部の最大摩耗高が軌間内側においてつぎの程度に

達し， 軌IMl外 ßlIIにおいても著しい摩耗を有するもの(軌条の摩耗

涜iは摩耗「聞に直角の方向にil!IJ るものとする)。

木 総 路 30kg レ ー ノレ 37 kg レール 50 kg レ ー ノレ

甲線- Wmm ~mm 

乙線 7mm 12 16 

丙線 9 14 

丙線中間易線 11 15 

軍基Eな ßIII線は前記丙線に準ずる。

2 軌条の摩耗 ・ 腐食等による断[面倒の減少が， 百分率にお

いてつぎの程度に途したもの。

本 線 路 30 kg レ ー ル 37 kg レール 37kg レ ー ノレ

甲線ー 18 20 

乙線 12 22 24 

丙線 13 26 

丙線中簡易総 20 28 

重要な側線は前記丙線に準ずる。

3 波形勝耗の波高 3 mm に達したもの。

4 その他運転上危険のおそれありと秘められるもの。

5 以上のほか事故その他によるき似，ならびに列車荷量お

よひ.列111回数に伴ない巡転上危険のおそれがあると総めた場合。

現在国鉄においては， 上記原因による軌条更換を同極更担軽

(30kg と 30 kg， 37 kg と 37kg， 50kg と 50kg 等の吏換)と重

軌条更後 (30 kg を 37 kg に， 37 kg を 50 kg に更換)とに区別し ，

前者は鉄道経質， 後者は工事経費支弁として扱っている。(山木
浩)

レ ールぜつえん レール絶縁 (英) rail joint insulator (独)

Schiene ns to ßi so l a tor 自動信号区間において閉塞区間の筑界点

では， 軌泊一回路と隣の軌道i到路とを電気的に~立させるために，

阿軌条IHIを絶縁しなければならない。この境界点の軌条継目に

は絶縁物をそう入して軌条に流れる電流を遮(しぞ)断する。

この絶縁装111をいい，軌条絶縁 ともし 、 う。これは軌条継目の雨

軌条間および軌条と継目板， 軌条とポノレト ， 縦目板とポノレトのお

のおのの聞に絶縁物を挿 戸弐逼五Z田守~主噌F竺烈京翠宏君℃世間

入しておこなう。軌条絶

縁はつぎのような条件を

日iiえたものでなければな

らぬ。

1 iI抗条に流れる電流

を完全に遮断すること。

2 竪ろうで列車の振 1. V - Iレ絶 紋

動などによ っ て損傷されることが少なし耐久性のあること。

3 軌条継目の強度を弱めないもの。

4 取付 ・ I反替がIlîi単で， なお不良箇所を部分的に取替でき

るもの。

5 点検ならびに不良筒所の発見し易いもの。

6 雨天の際ははなはだ し く l~気を;m・びるから吸水性のない

こ と 。

もしこの軌条絶縁が損傷した場合は，どのような給栄になる

かというと ， 列車が閉~区間に入って， その軌道回路の軌道継

電総がi!!\電流の状態となるべき場合に， 軌条絶縁が不完全であ

ると ， 隣の軌道回路から 1li流が流れ込み， この軌道縦電球を励

磁することになるから， IJliI塞区聞が閉塞されているにもかかわ

らず，この区間の信号般に進行現示をさせるような最も恕性の

陣容を起すことになる。

軌条絶縁は軌道回路の境界点であり ， 信号線(または列車停止

際識)も軌道回路の境界点に建値すべきものであるが， 信号繊

は地形 ・ 見通し ・ 建築限界などの関係で，軌条絶縁の取付位置

と完全に一致させることは困難である。このような幼合は信号

機の手前の方に軌条絶縁を設けてはならなし、。もし俄号織の手

前に設備すると，列車が俗号機の停止E見示によって停車した場

合， すでに列車がつぎの軌道回路に入っていることになり ， 先

行列車がその軌道回路から出ていても ， 自分の列車により短絡

されているから，信号機は進行信号を現示しない。つまり自分

の列車で停止信号にしていることになる。しかし信号機より先

方に設けるとこのような不都合は起きないが， あまり先の方へ

設備することもできないから ， 現行規程 (軌道回路施設心得) で

は， 停車場m内では 6 m 以内 ， 構外では 1 2m以内となっている

が，技術上告聴い意味はなく ， 短尺軌条の寸法から出たものである。

車両接触限界僚と軌条絶縁の関係は， 限界際の位也より先に

設けると，列車または車両が車両接触限界を冒 している場合，

列車または車両が接触するおそれがあり危険である。規定では

なるべく限界際と一致して設けること ， やむを得ない場合はそ

の手前 2 m 以内としてある。

復軌条式の軌道回路においては阿軌条の絶縁の取付位置を一

致させなければならぬ。一般に軌道回路の極性は各軌道回路ご

軌条館別 | 軌条絶縁甑類 | 耐ii 考

50-3-A 省型(信号図集 D401)

50-3-B " (" D 4 11 タイプ ν ー ト用)

際 11皇型 50-3-C Yl 型

50-3-D くさび雪国

50kg 
(第 3 甑) 50-3-E, 東鉄ウェパー型(乙型)

50-3-E, 名鉄 " 
50-3ー特E ウェパー型

乙 50-1-C Y2 型

(創JtilD 50-1-E 東鉄ウェパー型(乙型)

37 - A 省型(l詰号図m D402) 

37 - B " (" D 4 1 2 タイプ ν ート胤)

37 - C Y 3 型

37kg 37 - D くさび型

37 - E, 東鉄ウェパ ー型(乙型)

37 - E, 名鉄 " 
37 ー 特E ウェパ ー型

30 - A 省型(情号凶m D403) 

30 ー C Y 4 型

30kg 
30 - D くさび型

30 - E, 東鉄ウェパー型(乙型)

30 - E, 名鉄 " 
30 ー特E ウェバ ー型

一一一 17 98一一




